
令 和   年   月   日  

 

 

 海 難 審 判 所 長  殿  

 

 

             登 録 者 と の 続 柄   

             住   所  

             氏   名   ○  ○  ○  ○  

            （ 記 名 又 は 署 名 ）  

 

 下 記 の 者 は ，海 難 審 判 法 施 行 規 則 第 ２ ０ 条 第 ４ 号 の 欠 格 条 項 に

至 っ た た め ，海 難 審 判 法 施 行 規 則 第 ２ ６ 条 の ２ の 規 定 に よ り 届 け

出 ま す 。  

 

記  

 

 登 録 番 号   第 ○ ○ ○ ○ 号  

 氏   名   ○  ○  ○  ○  

 

    添 付 書 類  

       診 断 書  

 

 

（ 参 考 ）  

海 難 審 判 法 施 行 規 則 第 ２ ０ 条 第 ４ 号  

 精 神 の 機 能 の 障 害 に よ り 海 事 補 佐 人 の 職 務 を 適 正 に 行 う に 当 た つ て 必 要 な 認 知 ，

判 断 及 び 意 思 疎 通 を 適 切 に 行 う こ と が で き な い 者  

海 難 審 判 法 施 行 規 則 第 ２ ６ 条 の ２  

  海 事 補 佐 人 又 は そ の 法 定 代 理 人 若 し く は 同 居 の 親 族 は ，当 該 海 事 補 佐 人 が 精 神 の

機 能 の 障 害 を 有 す る こ と に よ り 認 知 ，判 断 及 び 意 思 疎 通 を 適 切 に 行 う こ と が で き な

い 状 態 と な つ た と き は ，海 難 審 判 所 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。こ の 場 合 に お い

て は ，病 名 ，障 害 の 程 度 ，病 因 ，病 後 の 経 過 ，治 癒 の 見 込 み そ の 他 参 考 と な る 所 見

を 記 載 し た 医 師 の 診 断 書 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  
 

※ 押 印 は 必 要 あ り ま せ ん 。

お 分 か り で な い 場 合 は ，
海 難 審 判 所 書 記 課 ま で  
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
（ 空 欄 で も 構 い ま せ ん 。）  


